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1993～1999年 の十勝地 方北部 の湖沼 におけ る水 鳥のカ ウ ン ト

ひが し大雪博物館友の会水鳥調査グループ1)

Thewaterfowlscountsatthereservoirsandlakeinthenorthernpartof

Tokachidistrict,Hokkaidofrom1993to1999

WaterfowlresearchgroupofHigashiTaisetsuNaturalistClub1)

は じ め に

ある地域の水鳥の個体数の変動を長期に渡 って

明 らかにすることは,水 鳥保護の基礎的資料 とし

て重要である.十 勝地方北部の山岳地帯には,然

別湖のほかに水力発電などのためにっ くられた人

造湖があり,こ れ らの水面では,秋 か ら初冬にか

けてガ ンカモ類 などの水鳥がみ られ る.川 辺

(1996)は,1973年 か ら1975年 の10月 か ら12月 に

これ らの湖沼で調査を行ない,水 鳥相の概要を報

告 したが,そ の後,1984年 に岩松湖 の上流約

2kmの ところに新たな人造湖(東 大雪湖)が で

きた.こ れにともない水鳥の生息状況がどのよう

に変化するか注目される.

ひが し大雪博物館友の会では,1993年 か ら毎年

11月下旬と12月上旬の各1回,十 勝地方北部の山

岳地域にある糠平湖,然 別湖,東 大雪湖,岩 松湖

で水鳥のセ ンサスを実施 してきた(図1).今 回

は,1993年 か ら1999年 までの7年 間の調査結果に

っいて報告する.な お,本 文は川辺百樹と岩見恭

子が,英 文は斎藤潤が執筆 した.

調 査地 の 概 要

1)岩 松湖

十勝川をダムによってせき止あてっ くった発電

用の人造湖で,1940年 に湛水を開始 した.湛 水面

積 は1.02km2,満 水 時の水面 の標高 は263mで あ る.

十 勝川 が流入 す る湖の北部 は,湖 岸か ら水深 の浅

い平坦地が続 く.周 囲は,東 岸が カラマツ人工林,

西 岸 が落葉広葉樹林 とな って いる.12月 上 旬 の調

査時 には,湖 面が全面結氷す ることはなか ったが,

1998年12月6日 と1999年12月5日 には,湖 面の約

9割 が結氷 していた.
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図1.調 査 地 の 位 置.1:岩 松 湖2:東 大 雪 湖3:

然 別 湖4:糠 平 湖

Fig.1.Thelocationofthereservoirsandthelake

wherethewaterfowlswereobserved.1:Reservoir

Iwamatsu2:R.Higashitaisetsu3:Lake

Shikaribetsu4:R.Nukabira
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2)東 大 雪 湖

十勝 川を ダムによ ってせ き止めてつ くった多 目

的の人造 湖で,1984年 に湛水を開始 した.湛 水面

積 は4.2km2,満 水 時 の水面 の標高 は340mで あ る.

湛水面積 は大 きいが,峡 谷 に造 られて いるため,

東西 の湖面の幅が狭 く,湖 岸か らの観察が比較的

容 易であ る.周 囲 は,東 岸が カラマッ人工林,西

岸が落葉広葉樹林 とな って いる.漁 業権 を もっ新

得町によ りニ ジマス,ヒ メマス,ギ ンザケが放流

されている.12月 上 旬の調査時 には,多 くの場合,

湖 岸沿いの一部が結氷す る程度で あったが,1998

年12月6日 には,ほ ぼ全面結氷 して いた.

3)然 別 湖

然別火山群の火山活動 によってで きた湖で,面

積 は3.72km2,満 水 時 の水面 の標高 は797m.水 深

は最 大99m(瀬 川1974).ダ ム湖 ほどで はないが,

発 電 に利用 されて いるため,水 位の変動が ある.

湖 の周囲 は,常 緑針葉樹の優 占す る森林 に被われ

る.こ の湖 にもともと生息 して いた魚類 は,ミ ヤ

ベイ ワナとフク ドジョウであ ったと考え られるが,

現 在 は,人 為的 に持 ち込 まれ たワカサギ,エ ゾゥ

グイ,ニ ジマスな ども生息す る.12月 上 旬 の調査

時に は,多 くの場合,湖 西岸沿 いの一部が結氷す

る程度であ ったが,1996年12月8日 には,西 岸か

ら南岸 にか け,湖 面の ほぼ半分が氷 に被 われて い

た.

4)糠 平 湖

音更川をせ き止めてつ くった人造湖で,1955年

に湛水 を開始 した.湛 水面 積 は8.23km2.今 回 調

査 した湖沼のなかで は,一 番大 きい.満 水時 の水

面の標高 は520m.発 電 用 の人造湖 の ため,年 間

の水位変動が大 きい.湖 の周囲 は,常 縁針葉樹 と

落葉広葉樹が混交す る森林 に被われて いる.漁 業

権を もっ上士幌町 によって ニ ジマス,ワ カサギ,

ヤ マメが放流 されている.12月 上 旬の調査時 には,

ご く一部が結氷 しただ けで あった.

5)気 象

気象庁の アメダス観測地点が糠平湖 の近 くの上

士幌 町字 糠 平(標 高545m)に あ る.こ こで の

1993～1999年 の11月 と12月 の 気温 は,そ れ ぞれ

一〇.03±1.15℃(平 均 ±標準偏差;以 下 同 じ)と

一7
.06±1.12℃ で あ った.な お,1973～1975年 に

川辺(1976)が,調 査 を した時の同地点 での11月

と12月 の 気 温 は,そ れ ぞ れ 一〇.37±0.86℃ と

一8
.43±1.87℃ で あ った.

6)狩 猟

糠平湖 と然別湖 は鳥獣保護 区 とな ってい るが,

そ の他 は鳥獣保護 区 とな ってお らず,ま れに狩 猟

が行 なわれてい るらしい.な お,狩 猟期 間 は10月

1日 か ら翌年 の1月15日 ま でであ る.

調 査 方 法

調査 は,1993～1999年 の11月20日 前 後 お よび12

月10日 前 後 に行 な った.た だ し,糠 平湖 で は,

1994,1995年 の11月 と1997年 の12月 に調 査を実施

する ことがで きなか った.然 別 湖 ・岩松 湖 ・東大

雪湖 では,湖 岸 にあ る公道 を車 で移動 しなが ら好

適 な観察地点 を探 し,水 鳥 の個体数 を数えた.糠

平湖 では,西 岸 の3の 沢付近 とメ トセ ップ川の南

500m程 の 地点 で観 察 した.種 の識別 に は,双 眼

鏡(×8)お よ び望遠鏡(×25)を 用 いた.な お,

数 値 の検定 は,Mann-WhitneyのU検 定(両 側)

を用 いた.

結果および考察

1.種 構 成

各湖沼 で観察 された水鳥 の種類 と個 体数 は表1

の通 りであ る.

水 鳥 の種類数 は,東 大雪 湖10種,岩 松湖6種,

然 別湖5種,糠 平湖4種 で,各 湖沼を合せ ると13

種 が観察 され,こ の うちガ ンカモ類 は10種 であっ

た.ガ ンカモ類 に限 ってみ ると,東 大雪 湖6種

岩松湖6種,然 別湖5種,糠 平 湖4種 であ った.

ガ ンカモ類以外 の水鳥 が出現 したの は東大雪湖だ

けであ った.

マ ガモ ・コガモ ・カ ワアイサはすべての湖沼 で,

ホ オ ジロガモは,糠 平湖 を除 く湖沼 で見 られた.

カ ルガモ は,岩 松湖 と東大雪 湖で見 られ,オ オハ

クチ ョウは岩松湖 でのみ,キ ンクロバ ジロ ・スズ

ガモ ・ウ ミネ コ ・ユ リカモメ ・カモ メは東大雪 湖

でのみ見 られた.

2.個 体 数

1日 当 りの水 鳥 の総個 体数 は,東 大雪 湖が384

±455.0羽 と 最 も多 く,次 い で 岩 松 湖 が348.5
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表1.1993～1999年 の 初 冬 に十 勝 地 方 北 部 の湖 沼 で観 察 さ れ た 水 鳥

Table1.ThewaterfowlsobservedatthelakeandthereservoirsinthenorthernpartofTokachidistrict,

Hokkaidoinearlywintersfrom1993to1999.

岩松 湖Reservoirlwamatsu

種 名

1993年1994年1995年1996年1997年1998年1999年

11月23日11月20日11月19日11月24日11月23日11月23日11月23日 計
コガ モAηascrecc∂

マガ モAρ ∫aり功yηc◎5

ホオ ジロガモ8ωceρ んa伯c伯 η9ω伯

カ ワア イサMergusmeダgaηser

オオ ハ クチ ョ ウ(泌gηusqygη μs

0

0

1

2

0

1
・

り乙

R
U

7

2

R
》

2
』

1

202

551

17

18

0

500

1

44

1

0

375

3

81

3

0

596

57

77

4

0

700

0

50

0

1

2381

619

292

56

3

計 33 37 788 546 462 734 751 3351

種 名 12月12日12月11日12月10日12月8日12月7日12月6日12月5日 計
コガ モAη ∂5crecc3

マガ モA.ρ 伯tyψyηco5

ホオ ジ ロガモ8αcθ ρゐa伯cね η9σ々

カ ワア イサM倒gusmergaηsεr

オオ ハ クチ ョウ(ンgηU5ρygηu5

カル ガ モA.ρoec〃oψyηcん3

167

0

0

0

2

0

0

0

8

1

0

0

1

つ」

345

372

45

0

0

1

0

0

5

0

0

0

85

6

100

1

0

0

4

0

8

0

0

0

【
「》

∩∠

2 O

O

6

2

1
・
0

6 921

378

222

4

3

1

計 169 49 763 5 192 282 69 1529

東 大 雪湖Reser》oirHigashitaisetsu

穏 名

1993年1994年1995年1996年1997年1998年1999年

11月23日11月20日11月19日11月24日11月23日11月23日11月23日 計
マガ モAη ∂5ρ'aty酌yη ¢05

コガ モA.crεcca

ホ オ ジ ロガモ8μceρ 始'ac伯 ηgu佑

カ ワ アイサMθ 匁μ5m酬gaηser

ハ ジ ロ属Aytりya5ρ

カル ガ モAη35ρoθc"o功yηoわ3

ユ リカモメ ムa摺srゴdめuηdus

カ モメL.caη σ5

243

105

3

0

0

0

0

0

1052

458

14

2

0

1

1

1

0

5

8

2

0

0

0

0

2

2

0

2

0

0

0

0

0

1

184

108

2

2

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

475

0

1

0

0

0

0

0

1956

676

60

6

5

1

1

1

計 351 1529 35 14 301 0 476 2706

種 名 12月12日12月11日12月10日12月8日12月7日12月6日12月5日 計
マガ モAηa5ρ'∂tyrhyηco5

:コガモA.crecc∂

ホオ ジロガ モ8ucθ ρん8伯o伯 η9α伯

キ ンク ロバ ジ ロAy胎ya伽 ブ9μ伯

スズ ガモA.m∂ 崩8

カル ガモAηa5ρoec"orわyηcゐa

ウ ミネ コLa川sc紹 弱 か05t百5

3

0

筆

0

0

0

0

1

775

143

6

0

0

1

0

350

60

12

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

132

56

0

2

1

0

1

5

9

0

0

0

0

0

71 750

170

18

0

0

0

0

2185

448

37

2

1

1

1

計 14 925 422 0 192 184 938 2675

然 別 湖LakeShikaribetsu

種 名

1993年1994年1995年1996年1997年1998年1999年

11月23日11月20日11月19日11月24日11月23日11月23日 ・11月23日 計
マガ モAηa5ρ'aζy酌yηCOS

コガ モA.crecca

ホ オ ジ ロガモ8uceρha'∂d3ηgu伯

カ ワ アイサMθrgusme㎎ ∂ηser

6

2

2

2

ー

コ
」

1
1

1
暉

155

0

14

9

180

40

19

20

220

70

26

2

225

108

17

27

259

2

17

2

112

35

55

6

1167

287

160

78

計 72 178 259 318 377 280 208 1692

種 名 12月12日12月11日12月10日12月8日12月7日12月6日12月5日 計
マ ガモ'4.ρ'∂ty功 ツηco5

コガ モ4。crecca

ホオ ジロガ モ8UCθ ρゐa'ac伽9u'a

カ ワア イサMergσ5m研gaηser

オナ ガガ モA.acσ εa

9

9

0

1

{り

ー 5

4

4

9

AU

ρ◎

-

120

50

6

4

0

180

5

0

2

1

201

3

3

1

0

126

27

7

1

0

270

12

25

3

0

981

質0

55

21

1

計 29 92 180 188 208 161 310 1168
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表1.つ づ きTable1.Continued.

糠 平湖ReservolrNukabira

種 名

1993年

11月23日

1994年

★

1995年1996年1997年1998年1999年
★11月25日11月24日11月23日11月24日

計
マガ モAηa5ρ 伯tyゆyηco5

カ ワ アイサMeダgμ5me/gaηser

0

0

8 ★

★

★

★

0

0

21 2
」

-

1 124

0

ρQ

-
・

81 9
」

り乙

25

計 80 ★ ★ 120 13 124 187 524

種 名 12月12日 ★12月10日12月98 ★12月7日12月4日 計
マガモAρ 佑雛 妙 ηco5

カ ワ アイサM.merganser

コガ モA.c㌍ σc∂

ヒ ドリガモA.ρeηe/bρe

124

0

0

0

★

★

★

★

290

1

2

3

198

7

0

0

★

★

★

★

0

0

0

0

335

1

0

0

1237

10

4

3

計 124 ★ 296 205 ★ 0 336 1254

欄 査できず

表2.1973～1975年 に糠 平 湖,然 別 湖,岩 松 湖 で 観 察 され た水 鳥(川 辺 の観 察 に よ る)

Table2.ThewaterfowlsobservedatReservoirNukabira ,LakeShikaribetsuandR.Iwamatsufrom1973to1975.

糠平湖ReservoirNukabira(1)

1973年

種 名

マガモ ・4ηaερ威aζy功yηcos

ホオ ジロガモ8ロcqρ 舶 伯daηgω 佑

コガモA.C顕ecca

カワアイサM醐gω5mαgaη5er

スズガモA.ma伽a

シノリガモ 恥 師0πたω5hl酎ダわηたμS

ユ リカモメLa紺5醐 加 ηd㎞5

10月19日11月9日11月12日11月28日12月6日12月13日12月19日12月20日

5

0

5

0

0

0

1

1 5

0

0

0

0

0

0

4

2

0

0

0

0

0

rJ

-

0

2

0

0

1

0

0

6 0

0

0

0

0

1

0

5 107

0

2

0

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

21 0

0

0

0

0

0

0

9

計 21 5 66 63 51 109 125 90

糠 平 湖 飛eservoirNukabira(2)

1973年 1974年 1995年

種 名 12月22日12月28日10月15日12月13日10月7日11月7日11月12日11月13日

マガモAηa5ρ 勿t:yゆyηco5

ホオ ジロガモ8ω α写)舶佑c伽gω 佑

コガモA.Cハ θcca

カワアイサ 《4e⑩ω5m研gaη5er

スズガモA。ma肋a

シノリガモH蹴 拓0ηたU5んむt∫わπたU5

ユ リカモメLa偲S耐bμ ηd㎞s

5

0

0

0

0

0

0

01 5

0

0

0

0

0

0

6 3

1

2

0

0

0

0

2 0

0

0

0

0

0

0

5 0

0

0

0

0

0

0

6

0

0

2

0

0

0

9

4

0

1

0

0

0

5 0

0

0

2

0

0

0

計 105 65 26 50 0 8 64 2

糠 平 湖Rese四 〇irNukabira(3)

1975年

種 名 11月19日11月25日12月12日12月14日12月16日 計
マガモAηa5μaty功yηco5

ホオジロガモ 助cep舶 佑c佑 η9U伯

コガモ 《.cハecca

カワアイサ 《4e匁usmergaη5er

スズガモA.ma珈a

シノ リガモ 月短師oη¢ω5カおt市 η佑u5

ユ リカモメLaπ だ 耐buηd㎞S

6

0

0

0

0

0

0

5

3

0

0

0

0

0

2

0

0

1

0

0

0

2 7

0

0

0

0

0

0

9 5

0

0

0

0

0

0

8 1233

22

9

6

1

1

1

計 6 8 23 97 85 1273
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表2.つ づ きTable2.Continued.

岩松 湖Riservoierlwamatsu

1975年

種 名 10月9日10月20日11月11日11月26日 計

マガ モAηa5ρ'3ty所yηCO5

オ シ ドリA'xga'er応 α'8t3

コガ モAη35crecσa

キ ンク ロバ ジロAythッa角 〃9U'a

ホオ ジ ロガモ8uceρ ゐa'ac伯 η9Fωa

カ ワアイ サ 《4研9FUsmergaη5er

計

6

9

5

2

0

2

0

3

1 6

0

【
」

つ
」

O

AU

【
」

-

7

0

4

0

4

0

1

160

0

6

0

2

1

329

39

30

15

6

3

154 74 25 169 422

然 別湖LakeShikaribetsu

1973年1974年

10月31日10月12日

1975年

種 名 10月20日11月11日11月17日11月26日12月11日 計

マガ モAη35ρ'aζyゆyηCO5

コガ モA.crecca

カ ワアイ サMergσ5mergaη5er

ホオ ジ ロガモ8μceρ 舶'acた 初9α'a

ヒ ドリガ モA.ρeηeわ ρe

キ ンク ロバ ジロAythlya角rゴgωa

スズ ガモA.ma禰a

コオ リガ モCωaη α伯hyema〃5

計

650

45

8

3

2

1

1

0

250

20

27

0

0

0

0

0

450

40

20

0

0

0

0

0

470

51

26

21

0

0

0

0

500

180

22

20

0

1

0

1

600

230

11

18

0

0

0

0

45◎3370

0566

10124

264

13

02

01

01

710 297 510 568 724 859 463 4B1

±313.1羽,然 別 湖 が204.3±98.9羽,糠 平 湖 が

148.5±109.9羽 で あ った.

岩 松湖で は,1995年 を除 き コガモの個体数 が最

も多 く,次 いで マガモが多か った.東 大雪湖 と糠

平湖で は,毎 回 マガモが最 も多 く見 られ,特 に糠

平湖 では圧倒的 にマガモが多 か った.然 別湖 では

1993年11月 を除 き,マ ガモが最 も多 くみ られた.

このよ うに岩松湖 では,コ ガモが優 占種 とな って

いたが,岩 松湖以外 の湖沼 では,マ ガモが優 占種

とな っていた.

東 大雪湖 では,1998年11月 と1996年12月 は全 く

水鳥 が見 られず,1993年 の12月 と1995,1996年 の

11月 は,水 鳥 の個体数 がそれぞれ14,35,14羽 と

少 なか った.一 方1994年11月 に は1526羽 の 水鳥が

見 られた.こ のよ うに東大雪 湖で は個体数の変動

が大 き く,変 動係数 は1.185と4ケ 所 の湖沼 の な

かで最 も高 か った.ま た,岩 松湖で は,1996年11

月24日 に コガモが400羽 ほ どいたが,12月8日 に

はホオ ジロガモ5羽 のみ とな り,急 激 な個体数 の

減少が生 じることがあ った.

東 大雪湖での水鳥の個体数 の変動 は,優 占種で

あ るマガモの個体数の変動 に左右 され た.東 大雪

湖での マガモの個体数 の減少 の要因 と して,ガ ン

カモ類 を捕食す るオオワ シやオ ジロワ シの行動 と

の関連 が示 唆 され る.1995年11月19日 に は,東 大

雪湖北部 の水 際近 くの地上 にオオ ワシが いた.こ

のオオ ワシはマ ガモを襲撃 し湖岸 に降 りた可能性

があ る.一 方 この 日岩松湖で は例外的 にコガモよ

りも多 くのマ ガモが見 られ た.こ の よ うな ことか

らオオ ワシの襲撃を受 けたマガモが東大雪湖か ら

岩 松湖へ移 動 して きたと も考え られ る.ま た1996

年 の11月 は個体数が少 な く,12月 は水鳥が全 く見

られなか った.こ の時,東 大雪湖 の水位 は著 しく

低下 して いた.こ れ ほどの水位 の低下 は,こ の年

以外 には見 られ なか った.著 しい水位 の低下 も水

鳥の個体数の変動 にかかわ っていると考え られる.

3.1973～1975年 の 調査結果 との比較

岩松湖で は,1975年 の10月 上 旬～11月 下 旬 にの

べ4日 調査 を行 な った.こ の時の1日 当 りの総個

体数 は,105.5±68.0羽 で あ った(表2).し か し

今 回の調査 の1日 当 りの総 個体数348.5±313.1羽

と の あいだ に有意 差 は認 め られ なか った(P>

0.05).然 別 湖 で は,1973～1975年 の10～12月 に

のべ7日 調査 を行 った.こ の時の水鳥 の総個体数

は,590.1±188.7羽 で あ り(表2),今 回 の調 査

結果(204.3±98.9羽)は これ より有意 に少 なか っ

た(P〈0.01).ま た マガ モの個 体数 の減少 にも

有 意差 が認 め られ た(P〈0.01).糠 平 湖で は,
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1973～1975年 の10～12月 に23日 調 査を行 なった.

こ の時 の水 鳥 の総 個 体 数 は55.3±41.1羽 で あ り

(表2),今 回 観察 された水鳥の総個体数 はこれ よ

り有意 に多 か った(P<0.05).こ の よ うに1973

～1975年 の 調査結 果 と比較す ると,然 、別湖での マ

ガモの個体 数の著 しい減少が注 目され る.

川 辺(1976)の 調 査以降,こ の地域 にお ける水

鳥 の生息条件 の大 きな変化 は,1984年 に東大雪湖

がで きた ことであ る.東 大雪湖 は,個 体数の変動

が大 きい もののマガモを中心 とす る水鳥の生息地

として利用 されてい る.こ の地域 全体の マガモの

個体数 の変化 をみ ると,1973～1975年 に 然別湖 と

岩松湖 との同一観察 日のマガモの総 数 は,そ れぞ

れ506羽,477羽,760羽 で あ った.そ して1993～

1999年 の然別湖,岩 松湖,東 大雪 湖の同一観察 日

のマガモの総数 は,最 小 が22羽,最 大が1214羽,

平 均 が581.0±351.9羽 で あ った.両 者 に有意差 は

ない(P>0.05)が,1994年11月20日 に1214羽,

1999年12月5日 に1020羽 のマガモが確認 されたこ

とは,東 大雪湖の出現がこの地域のマガモの生息

数の増加に寄与 したらしい.ま た東大雪湖の出現

によってマガモの一部が生息地を然別湖から東大

雪湖へ替え,そ の結果,然 別湖のマガモの個体数

が減少 した可能性がある.
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Summary

Weinvestigatedthewaterfowlsatalakeandthreereservoirsinthenorthernpartof

Tokachidistrictinearlywintersfrom1993to1999.Atotalof13speciesofthewaterfowlwere

recorded,including10speciesofAnserinebirds.Thenumbersofspeciesrecordedwere

respectively10atReservoirHigashitaisetsu,6atR.Iwamatsu,5atLakeShikaribetuand4at

R.Nukabira.ThewaterfowlsexceptAnserinebirdsoccurredonlyatR.Higashitaisetsu.

Mallards伽03ρ1の 吻 ηco5)weredominantspeciesinR.Higashitaisetsu,LakeShikaribetsu

andR.Nukabira,whileTeals(ノ 望.c7εccOl)weredominantspeciesinR.Iwamatsu.Thenumbers

ofindividualsadaywererespectively384±455.OatR.Higashitaisetsu,348.5±313.1atR.

Iwamatsu,204.3±98.9atLakeShikaribetuand148.5±109.9atR.Nukabira.Comparedwith

theresultobservedfrom1973to1975,thenumberofMallardsremarkablydecreasedatLake

Shikaribestu.ItwasprobablethatthisdecreaseoccurredforconsiderablenumbersofMallards

movedthehabitatfromLakeShikaribetsutoR.Higashitaisetsu.BecauseR.Higashitaisetsu

appearedwiththedamwhichwasconstructedabout13kmtothewestofLakeShikaribetsuin

1984,andalotofMallardshaveutilizeditastheirhabitat.


